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徒 5名を含む ASDの児童生徒 11名を対象に、感情マネジメント・プログラムを実施している。 
 第 6章で著者は、研究 1から研究 9の結果にもとづく総合考察として、メンタルヘルスの不調や
問題行動を示す知的障害者への行動的アプローチについて、公衆衛生予防モデルを用いて整理し、
予防的方略の意義を考察している。公衆衛生予防モデルの観点から、著者はアセスメント、介入、








への行動論的介入に公衆衛生予防モデルを活用して 1 次、2次、3 次予防方略についての検討を行って
いる。その結果、わが国でほとんど明らかにされていなかった知的障害者のメンタルヘルスの不調に関
する有病率や関連要因についての基礎的な知見を新たに提示したこと、及び問題行動の 3次予防方略の
詳細、及び予防や早期対応に向けての新たな考え方を提示したことは、知的障害者のメンタルヘルスの
不調に関する研究成果として高く評価される。 
平成３１年３月２５日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定
した。 
よって、著者は博士（障害科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
